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	１． 最近の中東情勢を受けて足元で地域の景況感が大きく変動している。景気ウォッチャー調査（以下、「調査」）の現状判断ＤＩの動きをみると、全国のＤＩは２月から４月にかけて8.1ポイントの低下となった。いずれの地域でも２月から４月にかけてＤＩは大きく低下しており、低下幅の大きかった地域としては、北陸の13.6ポイントが最も大きく、これに、甲信越の12.5％ポイント、東北の10.7％ポイントが続いた【図１】。
	（備考）１．内閣府「景気ウォッチャー調査」より作成。
	　　　　２．各地域、黄色の月のＤＩが最も低い。括弧内は２月と最も低下した月のＤＩとの差。
	（備考）１．内閣府「景気ウォッチャー調査」より作成。
	　　　　２．地域別に「中東」・「イラン」・「油」・「ガソリン」・「燃料」を含むコメント数を全コメント数で除して算出。
	【図４】家計消費に占める灯油消費の割合（2025年）
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